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平成２６年度全国学力・学習状況調査結果の 

分析および考察 

彦根市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国的な児童生徒の学力や、学習状況を把握分析するとともに、学校にお

ける児童生徒への教科指導の充実や学習状況等の改善に役立てます。 

全国学力・学習状況調査のねらい 

・実施日   平成２６年４月２２日（火） 

・実施学年  小学校６年生、中学校３年生 

・実施教科等 国語、算数・数学、 

       他に、児童生徒質問紙 

市内の全小中学校（小学校 17校、中学校 7 校）の全児童生徒を調査 

平成２６年度の実施状況 

A 問題・・・「実生活において大切で常に活用できるようになっているこ

とが望ましい知識や技能が身についているかを見ます。」  

→知識 

B問題・・・「知識や技能を生活の場面で活用したり、課題解決のために

構想を立てて実践し評価・改善したりする力がついているか

を見ます。」 →活用 

質問紙・・・学習意欲、学習方法、学習環境、生活などについて尋ねます。 

調査の特徴 
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※調査の結果は、学力の特定の一部分です。 

○平均正答数(平均正答率) 

 

教科等 

国 語 算 数・数 学 

A「知識」 B「活用」 A「知識」 B「活用」 

小 

学 

校 

全 国 
10.9問／15問 

(72.9％) 

5.5 問／10問

(55.5％) 

13.3 問／17問 

(78.1％) 

7.6 問／13問 

(58.2％) 

滋賀県 
10.7問／15問     

(71.0％) 

5.3 問／10問

(52.7％) 

12.8 問／17問 

(75.6％) 

7.2 問／13問

(55.3％) 

彦根市 
 10.3問／15問

(68.8％) 

  5.5 問／10問

(54.7％) 

12.7 問／17問 

(74.7％) 

 7.3 問／13問

(56.2％) 

中 

学 

校 

全 国 
25.4問／32問 

(79.4％) 

4.6 問／9問

(51.0％) 

24.3 問／36問

(67.4％) 

9.0 問／15問 

(59.8％) 

滋賀県 
24.9問／32問

(77.9％) 

4.4 問／9問

(48.8％) 

24.0 問／36問

(66.5％) 

8.4 問／15問

(56.3％) 

彦根市  
 24.9問／32問

(77.8％) 

  4.5 問／9問

(49.7％) 

24.7 問／36問

(68.5％) 

 9.0 問／15問

(59.7％) 

 

 

 

 

彦根市の教科に関する調査結果 

今回の調査では、主として「知識」に関する問題（A 問題）については、

市全体の目標としていた平均正答率８０％が達成できませんでした。主と

して「活用」に関する問題（Ｂ問題）については、目標としていた全国レ

ベルを上回ることができませんでした。 

今回の結果を厳しく受け止め、今後も基礎的な力の確実な定着に継続し

て取り組むとともに、知識や技能を活用する力の育成をめざした授業改善

を中心に学力向上に向けた取組を一層推し進めます。 
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小中学校の国語、算数・数学とも、全国平均から±５ポイントの範囲内に

あり、学力の全体的な傾向は全国と同程度ですが、中学校数学Ａ以外は全国

平均正答率を下回りました。 

彦根市の全体的な傾向 

平均正答率は、小学校では国語のA 問題で全国を下回り、B問題で

も、全国をやや下回りました。 

中学校では、A 問題、B問題とも全国をやや下回りました。 

小学校では、漢字を正しく書くこと、故事成語の意味理解、立場を

明確にして質問や意見を述べること、わかったことや疑問に思ったこ

とを整理し、それらを関係づけながらまとめて書くことに課題があり

ました。 

中学校では、漢字を正しく読むこと、複数の資料を比較して読み要

旨を捉えること、伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書くこと

に課題がありました。 

また、小学校中学校とも問題形式が短答式、記述式の場合に無答率

が全国を1～２ポイント上回ることも課題です。 

国   語 

平均正答率は、小学校では算数の A 問題、B問題とも、全国を下回

りました。特にＡ問題は昨年度と比べると平均正答率の差は縮まりま

したが、依然として下回っています。 

中学校では、A 問題は全国をやや上回り、B問題では全国と同程度

でした。 

小学校では、小数の計算、四則計算の仕方、立体図形の位置関係の

理解など、主として基礎的な学習内容の定着に課題がありました。 

中学校では、「数と式」「資料の活用」の領域で学習内容をしっかり

と身につけています。B問題の自分の考えを言葉や式を使って説明す

ることについては、全国と同様に課題がありました。 

また、小学校中学校とも問題形式が記述式の場合に無答率が全国を

２～3ポイント上回ることも課題です。 

算数・数学 
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小学校 

・特によくできていた問題はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・漢字を正しく書くこと。 

・故事成語の意味と使い方を理解すること。 

・情景描写の効果を捉えること。 

・下の問題のように立場をはっきりさせ、条

件に合わせて自分の考えを書くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・わかったことや疑問に思ったことを整理

し、それらを関係づけながらまとめて書く

こと。 

国   語 

特に課題のみられる点 特によくできていた点 

（
中
略
） 
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中学校 

・特によくできていた問題はありません。 

 

 

 

 

・文脈に即して漢字を正しく読むこと。 

・複数の資料を比較して読み、要旨を捉える

こと。 

・下の問題のように、資料から必要な情報を

得て、伝えたい事実や事柄が明確に伝わるよ

うに書くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に課題のみられる点 特によくできていた点 

小学校では漢字の書きや故事成語の意味理解について課題がありま

した。中学校においても文脈に即して漢字を正しく読むことに課題が

ありました。漢字についても故事成語についても、自分の表現の中で

活用することが大切です。そのためには、学習したことを日常の言語

生活で活用する場面を設定することが求められます。 

話合いの時には、自分の意見と相手の意見を比較して、立場や意見

の違いを明確にして意見を述べることが求められます。そのためには

日々の生活の中で、相手の意見を引用したり、根拠を明確にして話し

たりするようにすることが大切です。 

調べたことを説明する際は、相手や目的に応じて説明する内容を適

切に組み立てることが必要です。学校では、このことを意識した説明

の場面を学習中意図的に設けるように努めます。 

（
中 

略
） 

 

実
際
に
は
【
本
の
一
部
】
が
二
ペ
ー
ジ
、【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
の

一
部
】
が
一
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
し
た
。 
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小学校 

・特によくできていた問題はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

・絶対値の意味を理解すること。 

・数量の大小関係を不等式に表すこと。 

・図形の回転移動の前後の辺や角の対応を理

解すること。 

 

 

 

・小数の減法の計算をすること。 

・引き算とかけ算の混じった計算をするこ

と。 

・割合が１より小さい場合の比較量の求め 

方が(基準量)×(割合)の理解。 

・立体図形とその見取り図の辺や面のつな 

がりや位置関係の理解。 

・左記の問題のように、示された情報を基に、

必要な量と残りの量の大小を判断し、その

理由を記述すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特に課題のある問題はありません。 

算数・数学 

特に課題のみられる点 特によくできていた点 
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・比例の関係を式に表すこと。 

・樹形図などを利用して、確率を求めること。 

・下記の問題のように、与えられた説明の筋

道を読み取り、式を適切に変形することで、 

その説明を完成させること。 

 

 

 

 

小学校では小数の減法や、引き算とかけ算の混合した式の計算に

ついて課題がありました。小数の計算については、前年度も加法に

ついて課題があり、今年度は減法について課題があることから、小

学校３年生時点で、間違いやすいことを前提に丁寧な指導を行うと

ともに、家庭とも連携して学習内容の定着を図ることが必要です。

また、引き算とかけ算の混合した計算は小学校４年生で学習する内

容であることから、前述の小数の加法・減法とあわせ、小学校の中

学年での算数指導で基礎的な内容の確実な習得を図る必要がありま

す。中学年での指導の上に、高学年では前学年までの学習内容を振

り返るとともに、その活用を図り、繰り返し定着を図ることが大切

です。 

数量の大小を判断した根拠を説明するためには、比較する対象を

明確にして考えることが求められます。物事を説明する場面では、

比較する対象を明確にする説明の経験を積むことが大切です。 

中学校では、基礎的な力は身についていました。今後は、証明の

過程や結論をもとに、発展的に考えることができるようにしたり、

問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明できるようにし

たりすること等に取り組むと、さらに数学の力が伸ばせます。 
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              （全国の結果と比べて） 

 

 

 

 

小学校 

・自分には、よいところがあると思っている児

童の割合が高い。 

・学校に行くのは楽しいと答えた児童の割合が

高い。 

・学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれ

しかったことがある児童の割合が高い。 

・今住んでいる地域の行事に参加していると答

えた児童の割合が高い。 

・友達との約束を守っていると答えた児童の割

合が高い。 

・いじめは、どんな理由があってもいけないこ

とだと答えている児童の割合が高い。 

 

中学校 

・家の人（兄弟姉妹除く）と学校での出来事に

ついて話をすること答えた生徒の割合が高い。 

・土曜日の午前中は学校の部活動に参加して過

ごしていると答えた生徒の割合が高い。 

・学校に行くのは楽しいと答えた生徒の割合が

高い。 

・今住んでいる地域の行事に参加していると答

えた生徒の割合が高い。 

 

 

 

 

・本を読んだり、借りたりするために、学校

図書館・室や地域の図書館に週１～３回以上

行くと答えた児童の割合が低い。 

・算数の勉強が好きと答えた児童の割合が低

い。 

・テレビのニュース番組やインターネットの

ニュースをよく見ると答えた児童の割合が

低い。 

 

 

 

 

 

 

・将来の夢や目標をもっていると答えた生徒

の割合が低い。 

・家の人(兄弟姉妹を除く)は、授業参観や運

動会などの学校行事に良く来ると答えた生

徒の割合が低い。 

・テレビのニュース番組やインターネットのニ

ュースをよく見ると答えた生徒の割合が低い。 

・読書は好きですかの問いに当てはまると答え

た児童の割合が低い。 

・数学の授業の内容がよくわかると答えた生徒

の割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

特によいと思われる点 

質問紙調査 

特に課題のみられる点 
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昨年度と同様に、小学校・中学校とも今住んでいる地域の行事に

ついて、多くの子どもたちが参加していると回答しています。これ

は、子どもたちが参加できる行事が地域で企画されているというこ

とです。地域の行事に参加し、異年齢の人と関わった経験や地域の

中での自分の存在感を確認したことが、次の活動への参加意欲や自

己有用感につながります。多様な体験が、子どもたちの学習を支え

ていると考えられ、今後も子どもたちが地域と深く関わっていくこ

とが望まれます。 

また、小学校中学校とも全国より高い割合で学校に行くのが楽し

いと答えています。地域での人とのつながりとともに、学校での仲

間とのつながりを大切にしていくことが必要です。 

学習に関することとしては、小学校において国語の勉強、算数の

勉強が大切だと答えている児童の割合は全国を上回っていますが、

中学校で国語の勉強、数学の勉強が大切だと答えている生徒の割合

は全国を下回っています。学ぶことの大切さを理解しながら学習に

取り組めるようにすることが学ぶ意欲につながります。 

ただ、「テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ま

すか」という問いに対して、小中学校とも、よく見ると答えた児童

生徒の割合は全国平均を下回りました。社会を形成する一員として、

世の中の動きや変化に興味関心を持ったり、社会の出来事に対して

自分なりの考えを持ったりすることは大切なことです。 

また「社会や地域をよくするために何をすべきか考えることがあ

りますか」という問いに対して当てはまると答えた中学生の割合は、

同じ問いに対して当てはまると答えた小学生の割合の半分程度とな

っています。多様なものの考え方ができるようになる中学生こそ、

持続発展可能な社会を担う一員として、自分のできることを考え、

取り組んでいってほしいものです。そのため、社会に関わる経験を

幼い頃から積ませ、社会の一員としての自分を自覚できるようにす

ることが大切です。 



10 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 

H25中学校 

H24中学校 

H26小学校 

H25小学校 

H24小学校 

朝食を毎日食べていますか 

している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 

H25中学校 

H24中学校 

H26小学校 

H25小学校 

H24小学校 

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 

している どちからといえばしている あまりしていない 全くしていない 

 

 

 

 

 

生活習慣について 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 
H25中学校 
H24中学校 

H26小学校 
H25小学校 
H24小学校 

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 

している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない 

質問紙の質問内容別 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 

H25中学校 

H24中学校 

H26小学校 

H25小学校 

H24小学校 

自分にはよいところがあると思いますか 

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 

H25中学校 

H24中学校 

H26小学校 

H25小学校 

H24小学校 

将来の夢や目標を持っていますか 

あてはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

自尊感情 

 子どもたちの日々の学習を支えるものは、基本的な生活習慣（規則正しい

生活）です。上のグラフからはしっかり朝食を食べて、活動するエネルギー

を充電して学校に登校していることがわかります。 

 中学校では、３つの設問とも昨年度に引き続き肯定的に答えている生徒が

増え、良い傾向を示しています。 

 彦根市では、ひこねっこ学びの 6か条において生活習慣の確立を呼びかけ

ており、家庭でも取り組んでいただいています。今後も、子どもたちの学習

を支える生活習慣の確立にご協力をお願いします。 

彦根市の取組 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 

H25中学校 

H24中学校 

H26小学校 

H25小学校 

H24小学校 

人の気持ちがわかる人間になりたいと思いますか 

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 

H25中学校 

H24中学校 

H26小学校 

H25小学校 

H24小学校 

人の役に立つ人間になりたいと思いますか 

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

 学ぶことのよさや生きることのよさを感じ、自分自身を向上させる意欲をもつた

めには、まずは自分自身のよさを感じたり気づいたりすることが大切です。上のグ

ラフからは、昨年度と比べて人の役に立つ人間になりたい、人の気持ちがわかる人

間になりたいと思う子どもが増加しており、良い傾向を示しています。 

彦根市では、ESD（持続発展教育）、自然の中での体験活動、幼稚園と小学校の

５・５交流や中学生の地域貢献活動、職場体験などのキャリア教育、ボランティア

などの社会体験活動、学校行事や学級活動の自主的に自分たちの生活をよりよくし

ようとする活動を通して、自らのよさに気づき、自分自身を向上させる意欲をもっ

たり、自分のよさを発揮できたりするとともに、社会のために自分のできることを

考え実践することができるよう、今後も継続して取り組んでいきます。 

 

彦根市の取組 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 

H25中学校 

H24中学校 

H26小学校 

H25小学校 

H24小学校 

地域や社会で起こっている出来事に関心がありますか 

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 

H25中学校 

H24中学校 

H26小学校 

H25小学校 

H24小学校 

今住んでいる地域の行事に参加していますか 

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 

H25中学校 

H24中学校 

H26小学校 

H25小学校 

H24小学校 

学校のきまりを守っていますか 

当てはまる どちらかといえば当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない 

社会に対する興味関心や規範意識 
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上のグラフから、過去３年間で最も多くの子どもたちが、いじめはどんなことが

あってもいけないと考えている姿がうかがえます。 

いじめを許さない思いとともに、自分たちの学校を自分たちでよりよくしていこ

うとする気持ちや実践力をもつことが大切です。その思いが、学校から地域へと広

がることで、地域に進んで関わる子どもの育成につながります。 

彦根市では、全ての小学校、中学校でいじめ防止対策基本方針を策定し、いじめ

の未然防止、早期発見および適切な対応に取り組む中で、児童会や生徒会活動の取

組を充実させ、いじめの防止に取り組み、子ども自身のよりよく生きようとする心

情や態度を育んでいます。 

彦根市の取組 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26中学校 

H25中学校 

H24中学校 

H26小学校 

H25小学校 

H24小学校 

いじめはどんなことがあってもいけないことだと思いますか 

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 
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◇「家の人(兄弟姉妹を除く)と学校での出来事について話をしますか」という問いに肯定

的に答えた子どもは、否定的に答えた子どもに比べて、正答率が小学校では１２ポイ

ント以上、中学校では６ポイント程度高くなりました。 

◇「家の人(兄弟姉妹を除く)は、授業参観や運動会などの学校の行事に来ますか」という

問いに肯定的に答えた子どもは、否定的に答えた子どもに比べ、正答率が小学校では

１１ポイント程度、中学校でも１０ポイント程度高くなりました。 

 

 

 

 

学力調査と質問紙調査とのクロス集計から 

学校と家庭との関わりについて 

30 40 50 60 70

家の人(兄弟姉妹は除く)は、授業参

観や運動会などの学校の行事に来

ますか 

家の人(兄弟姉妹は除く）と学校で

の出来事について話をしますか 

学校と家庭との関わり 

はい（小学校） 

いいえ（小学校） 

はい（中学校） 

いいえ（中学校） 

正答率（％） 

子どもたちが学校での出来事を家の人に伝えること、家の人が学校での子ども

の様子を見ることと、学力との間に関係がみられました。 

学校では、子どもたちが家の人に学校でどんな生活をしたか、何を学んだかを

話したくなるような充実した学校生活を送れるよう努めます。その思いを家庭で

しっかりと受け止めてあげてください。また、学校では子どもたちの様子を見て

いただける機会を設定していますので、学校での子どもたちの様子を見て、その

ことを話題として子どもに言葉をかけてあげてください。 
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◇「普段、一日あたりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンで通話やメール、

インターネットをしますか」という問いに対して、小学校で「４時間以上」と答えた

児童は、「３０分より少ない」「携帯電話やスマートフォンを持っていない」と答えた

児童と比べて、２０ポイント以上正答率が低くなりました。 

◇同様の問いに対して、中学校で「４時間以上」と答えた生徒は、「３０分より少ない」

「携帯電話やスマートフォンを持っていない」と答えた生徒と比べて、２０ポイント

程度正答率が低くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 40 50 60 70 80

中学校 

普段、(月～金曜日)1日あた

りどれくらいの時間、携帯電

話やスマートフォンで通話や

メール、インターネットをし

ますか(携帯電話やスマート

フォンと使ってゲームをする

時間を除く) 

小学校 

普段、(月～金曜日)1日あた

りどれくらいの時間、携帯電

話やスマートフォンで通話や

メール、インターネットをし

ますか(携帯電話やスマート

フォンと使ってゲームをする

時間を除く) 

学習とスマホ等との関わり 

4時間以上 

3時間以上、4時間より少ない 

2時間以上、3時間より少ない 

1時間以上、2時間より少ない 

30分以上、1時間より少ない 

30分より少ない 

携帯電話やスマートフォンを

持っていない 

正答率（％） 

学習と携帯電話・スマートフォンとの関わりについて 

小学校、中学校とも、携帯電話やスマートフォンを使って通話やメール、イン

ターネットをする時間と学力との間に関係がみられました。 

彦根市では、２０％の中学生が「３時間以上」携帯電話やメール、インターネ

ットをしていると回答しています。 

携帯電話やスマートフォン等を使ってコミュニケーションしたり、インターネ

ットにアクセスしたりすることは、子どもたちの日常生活の一部になりつつあり

ますが、それぞれの家庭でルールを決めて、よりよい使い方を考えることが大切

です。 
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◇「友達との約束を守っていますか」という問いに対して「当てはまる」「どちらかとい

えば当てはまる」と肯定的に答えた児童は、「当てはまらない」「どちらかといえば当

てはまらない」と否定的に答えた児童と比べ１８ポイント正答率が高くなりました。

中学校では、同じ問いに対し肯定的に答えた生徒は、否定的に答えた生徒と比べ１７

ポイント正答率が高くなりました。 

◇「学校の決まりを守っていますか」という問いに対して、肯定的に答えた児童は、否

定的に答えた児童に対して、１５ポイント正答率が高くなりました。中学校では、同

じ問いに対し肯定的に答えた生徒は、否定的に答えた生徒に対し、２０ポイント正答

率が高くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学力向上に向けた具体的な方策 

30 40 50 60 70

学校の決まりを守っていますか 

友達との約束を守っていますか 

学習と決まり等を守ることとの関わり 

はい(小) 

いいえ(小） 

はい(中) 

いいえ(中) 

正答率（％） 

学習と規範意識との関わりについて 

小学校、中学校とも、約束や決まりを守る規範意識と学力との間に関係がみ

られました。 

ルールや約束事を守ることは、社会の形成者として大切な資質の一つです。

善悪や、優先順位を判断するなど、自ら判断し正しく行動する力は、学習だけ

でなく、日々の生活においても求められます。 

学校だけではなく、家庭や地域の生活でも、ルールや約束の意味を考え、決

まりを守ろうとする規範意識を育てる場面は多くあります。 

周囲の大人たちが、正しい規範意識を持って行動するとともに、子どもたち

が見せる良い姿を賞賛し、伸ばしていくが大切です。 
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  国語科は、小学校では漢字を書くことや故事成語の理解、中学校で

は漢字を正しく読むことなど、「伝統的な言語文化と国語の特質」に

関する事項について課題がありました。 

  言葉に関する事項は、毎日の言語生活の中で繰り返し使うことで、

定着が図れます。学校において、学習中に既習の言葉を積極的に使い、

言葉の定着をめざします。 

  また、様々な言葉に触れる経験を豊かにするため、詩や短歌、俳句、

古典などの名文を音読したり、暗唱したりする取組を推進します。 

   あわせて、小学校１年生から動作化を取り入れた言葉の指導を市内

の全小学校で行い、基礎的な言葉の力の確実な定着をめざします。 

  算数・数学科では、全国と比べて、短答式、記述式の解答形式で、

無答率が高くなる傾向があります。 

  課題の解決に向けて自分の考えをはっきりと記述する力を伸ばすた

め、日常の学習の中で、自分の考えをノートに書く機会を増やすとと

もに、落ち着いて考えを書く時間を十分に確保し、思考力、表現力の

向上をめざします。 

学力調査から 

 

 本年度も小学校、中学校とも「学校に行くのが楽しい」と答えて

いる子どもが多いことが特徴としてあげられます。本年度から各

学校では「学校いじめ防止基本方針」を策定し、いじめの未然防

止に向けた取組を進めています。子どもたちの「学校に行くのが

楽しい」という気持ちを大切にしながら、豊かな人間関係を育ん

でいきます。 

 気になる点としては、「地域や社会をよくするために何をすべき

か考えることがありますか」という問いに「当てはまる」と答え

た子の割合が全国平均を下回る点です。 

 彦根市では ESD（持続発展教育）を学校教育の中心に据えて取

り組んでいます。子どもたちが将来のために、社会のために自分

にできることが何かを考える力を伸ばし、実践につなげることが

できるよう、EＳＤの一層の充実を図ります。 

質問紙調査から 
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学力調査と質問紙調査をクロス集計することにより、学力と子どもた

ちの生活の間には関係があることが明らかになっています。 

規範意識と学力の関係では、約束や決まりを守ることに肯定的な児童

生徒は、平均正答率が高いことがわかりました。決まりやルールの果た

す役割を理解し、よりよい生活のために自分の行動を律することができ

る思考力や判断力が、学力にも大きな役割を果たしていると考えられま

す。 

学力と携帯電話・スマートフォンの利用時間との関係については、利

用時間が長くなるほど平均正答率が下がることが見えてきました。 

情報機器の適切な使い方について、学校でも、情報モラル等の学習で

指導を進めます。 

しかし、これらの問題は学校だけではなく、地域や家庭も一体となっ

て改善に向けて取り組むことが大切です。 

子どもたちを取り巻く学校・地域・家庭が、彦根の子どもたちの自律

心や判断力の育成に向けて、それぞれの場で力を発揮できるよう、働き

かけていきます。 

 

学力調査と質問紙調査のクロス集計から 


